
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ９月は防災・救急月間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023.9.6 

高瀬中  保健室 

 今年の夏の暑さは異常ともいえるものでした。９月に入り、若干気温が下がりましたが、まだまだ

クーラーのお世話になる日は続きます。しっかり食べてしっかり睡眠をとるなど各自体調管理を行っ

て、２学期も元気に学校生活を送りましょう。 

夏休みの健康生活アンケート結果 

 夏休み中の生活（健康に関して）についてアンケート調査を行いました。 

  ○体調を崩した人･･･１４人 

  ○けがをした人･･･････０人 

 新型コロナウイルス感染症がまた増えてきています。基本的な感染予防策、特に手洗いを十分

に行いましょう。体調がおかしいと感じた場合は、無理せず早めに休んでください。 
 
  ○夏休み中の受診状況（人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○夏休み中のスマホ・タブレット・ゲーム等の使用状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 アンケートに答えた生徒全員が、夏休み中 ICT 機器を使用していたという結果となりました。

使用時間は「２～３時間くらい」が一番多く、次いで「４時間以上」「１時間くらい」と続きまし

た。 

タブレットを使った調べ学習や宿題の提出など勉強のための使用も含まれていますので、一概

に使用しすぎと言いきることはできませんが、ICT 機器が体に与える影響は大きいですので、休

憩を入れたり姿勢を正したりするなど、体にやさしい使用の仕方を心がけましょう。 
 

夏休み中受診できなかった

人は、部休日（水曜日）や土

曜日等に、受診を済ませまし

ょう。特に３年生は、受験時

に痛みや不調で実力が発揮で

きないということが起きない

ためにも、早めに診てもらい

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
《倒れている人を見つけたら》 

①負傷者発見 

②周囲の安全確認：車が来ないか、危険物は落ちていないか 

③意識の確認：肩をたたいて『大丈夫ですか？』 

④援助を求める：『誰か来てください』 

『あなた、１１９番お願いします』 

『あなた、AEDを持ってきてください』 

『あなた、人を呼んできてください』 

⑤呼吸の確認（呼吸があれば、保温等できる処置をしながら救急車を待つ） 

      呼吸がなければ直ちに④へ 

⑥胸骨圧迫：胸の真ん中を３０回圧迫する。（強く、早く、絶え間なく） 

⑦気道確保・人工呼吸（２回）：できない場合や感染のおそれがある場合等は、 

省略することができる。 

⑧AEDが到着したら、すぐに電源を入れ音声ガイドの指示にしたがう。 

 

救急車が到着するまで胸骨圧迫を繰り返す 

 

８月２９日に救急蘇生講習会（２学年）

がありました。いざというときに行動に移

せるよう、２・３年生は消防士さんの動き

や発声を思い出しながら、一連の流れをイ

メージトレーニングしましょう。 

１年生は来年講習会を受講する予定で

す。救急蘇生には、このような流れがある

ことを理解しておいてください。 

 


